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大気科学における確率と統計の国際シンポジウム

上記シンポジウムがアメリカ気象学会とWMOの共

催により，ハワイ大学において，1971年6月1～4日に

開催されるむね，アメリカ気象学会の気象統計委員会

R．H．Jones委員長から日本気象学会山本義一理事長あ

て通知があった．

　シンポジウムの内容は標準技術のルーチン的応用では

なく，大気科学への確率と統計の革新的利用に重点が置

かれている．プ・シーディングスはあらかじめ印刷され

会場で配布される予定である．下記項目についての論文

が特に歓迎される．

　1）Statistical　dynamic　prediction

　2）Time　series　analysis

　3）Climatological　apPlications　such　as

　　inadvertent　climatic　modification

　4）　Probablistic　prediction

　5）Analysis　of　meteorological且elds

　講演題目とアブストラクトは1971年1月15日必着，

その後11×14イソチの特別の原稿用紙（81／2×11イソチ

すなわち23％の縮図）が著者に送られるので1971年5月

51日までに図表を含み6ぺ一ジを越えない完全な原稿

（写真印刷用）を送付のこと．

アブストラクトは下記あて送付のこと．

　　Richard　H　Jones　Programme　chairman　In－

　　formation　Sciences　Programme，University　of

　　Hawaii，2565The　Mall，Honolulu，Hawaii

　　96822．
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